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私ごとですが，来年2015年3月をもちまして大学を定年退職になります．1968年に大学に入学しまして
から，じつに50年近くも大学に居続けたことになります．振り返ってみますと，自由が取り柄の大学と言
いましても，やはり言いにくいことはいろいろとありました．たとえば，立派な研究発表を聞かせて頂いた
後で「だから何なの」とはなかなか言えません．そもそも発表された方に「だから何なの」などとお聞きす
るのは，意地が悪いし大変失礼なことです．発表者が研究成果を中心に話すことは当然ですから，「だから
何なの」などと聞くのは発表内容に直接関係ありませんし，なにより貴重な質疑応答の時間を無駄にしかね
ません．しかし，そう頭では分かっていましても，やはり「だから何なの」と聞きたくなる衝動にかられる
ことが，とくに最近増えているように思います．単に，私が偏屈で人間ができていないだけのことであれば
よいのですが．
研究の発表を聞かせて頂いて「だから何なの」と聞きたくなるのは，研究の縦割りならぬ横割りの弊害が

見え隠れする時が多いように思います．基礎研究，応用研究と産業化の間に，展開研究や実証研究などが飛
び箱のように積み重ねられ，出口に向かわない応用研究やビジネスモデルのない実証研究があちこちで行わ
れていると感じているのは，はたして私だけでしょうか．応用研究や実証研究では，目的が達成されなけれ
ば意味がありません．研究の横割りがひどくなりますと，応用研究は出口について語らなくなり，実証研究
も社会実装を棚上げにしがちです．研究の横割りの最大の弊害は，だれも責任をとらない大型研究プロジェ
クトが，国で堂々と行われてしまうことでしょう．
どうみても先の見えないプロジェクトの研究費申請書を読まされても，「うそでしょう」とはとても言え

ません．基礎研究ならともかく，応用研究や実証研究では研究の到達目標や期待される波及効果について書
かなければ，研究費はもらえません．たとえ出口に向かうロジックや波及効果の説明に「ありえない」と思っ
ても，「うそでしょう」とはなかなか言えません．しかし，「ありえない」ことは「ありえない」と言わなけ
れば，何でもありの空想の世界に入り込んで，役に立たない研究ばかり増えてしまいます．若い研究者が信
じきって取り組む場合は微笑ましく，ひょっとしてとんでもない結果がでるのではないかと期待するのも楽
しいことです．しかし，明らかに苦し紛れの方便としかとれない場合は頂けません．もちろん，言いにくい
ことを口に出すには，それなりの覚悟が必要です．ある会議で，巨額な国費を投入した割にビジネスモデル
が出てこないバイオ燃料に苦言を呈したとき，お役人から「そんなことは総理大臣になってから言ってくれ」
と叱られたこともありました．そう言うお役人も，きっと役所で同じことを言わたことがあるのでしょう．
研究の横割りがひどくなりますと，ありえない話や方便がまかり通ってしまいます．自分の持ち場のこと

だけを語っていればよくなり，先のことには責任をもつ必要がなくなるからです．研究の横割りを避け，あ
りえない話がまかり通らないようにするには，技術の開発から社会実装に関わる利害関係者を一堂に集め，
シームレスな議論をすることです．それにはお金も時間もそれほどかかりません．利害関係者を一堂に集め
たシームレスな議論において，ビジネスモデルも波及効果も明らかにならなければ，少なくともお金のかか
る大型研究プロジェクトはやめるべきでしょう．
私は，これまで50年近い大学生活のほとんどを工学部と工学研究科で過ごしてきました．最後に振り返っ

て，工学者である限りパス回しよりも，もっとしつこくゴールに向かってシュートを打ち込むべきだったと
思います．若い生物「工学者」の皆さん，一日も早く自分のゴールを見定めて，ぜひ強力なシュートを打ち
続けて下さい．
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